
　　　　

令和7 年 3 月 3 日

10 時 0 分から 19 時 0 分まで あり

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

・外出活動(近隣の公園、ショッピングモール、水族館、動物園、科学館、プラネタリウム、工場見学、味覚狩り・・・など)
・季節の行事(1月凧あげ、2月いちご狩り、4月お花見、10月ハロウィン、12月クリスマス会、季節の調理実習・・・など)
・避難訓練(年2回)

（別添資料１）

家族支援
・連絡帳、メール、電話などによるやり取りを行っています。
・年に一度の個別面談を行っています。

移行支援
・必要に応じて、学校での様子を見学したり、他事業所の様子や支援方針
について、情報共有したりします。

地域支援・地域連携

・市内にある他の放課後等デイサービス事業所や相談支援事業所、学校との情報
共有するなどして連携を図ります。
・船橋市放課後等デイサービス連絡協議会の活動に参加しています。

職員の質の向上

・社外の研修に積極的に参加しています。
・社内研修を行っています。
・定期的な支援会議を行っています。

支　援　内　容

・来所したら「手を洗う」「靴を下駄箱しまう」「荷物をロッカーにしまう」「連絡帳を出す」などをする事で自立を促していきます。
・季節に合わせた活動、調理実習、工作などを実施します。

・外出する機会を増やし、公園などの遊具で運動したり歩くことにより、体力作りをします。
・手先を使った課題を用意し、一人一人に合わせた感覚的な遊びを提供します。

本
人
支
援

・持ち物の管理、遊ぶもの、使うものの用意と片付けなど、環境の整備を自立的に行えるよう支援します。
・「この時間までは○○をします」などの絵カードを使い視覚的な支援を行います。

・会話によるコミュニケーションを多く取り、発語の促し・言葉による意思表示を目指します。
・ジェスチャー、絵カードを使って本人の意思確認を行います。

・職員や友達と関わる中で「協力し合う」「順番を待つ」「ルールを守る」などを学び社会性、人間関係の向上を目指します。
・様々な場所への外出を行うことで社会の習慣や学びの機会を増やしていきます。

支援方針 利用者の方が楽しみながら過ごせるような居場所作りを目指し、一人一人に合わせた課題、療育の提供を行います。

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念 障害児の放課後の過ごし方を有意義な時間になるよう支援をする中で、日常生活に必要な習慣及び集団生活への対応を療育することを目的とします。

事業所名 hana hana 作成日支援プログラム（参考様式）


